
絆　辻内　裕也

答
弁

答
弁

市長の市内現地視察について

　今後の政策への反映について問う。

　今回の自治会への現地視察については、地区自治

会連合会単位である２９地区を対象に行う。いただ

いた課題については、早急に対応できるものは補正

予算にて対応する。

危険踏切について

　現状と安全対策について問う。

　改正踏切道改良促進法に基づき、市内には４箇所

の踏切が危険踏切に指定されている。金井地内の近

鉄伊勢朝日第２号踏切については、現在、鉄道事業

者と改良に関する協議を行っている。本事業は国庫

補助の対象でもあることから財源の調整を図りつつ

令和２年度の完了を目指し努力する。

補正予算・通学路等緊急安全対策事業費について

　通学路等緊急安全対策事業における国・県との連

携について問う。

　今回の補正予算では、市が管理する路線において

道路標示やガードレール等の安全施設の新設・修繕

に係る費用を計上した。また、県が所管する道路や

公安委員会等が設置する工作物の改修については、

市長から知事へ安全対策を講じてもらうよう要望書

を提出する。この他、国の令和２年度予算の概算要

求においても、通学路等の安全対策に１，６００億

円余りが盛り込まれていることから、国の補助メ

ニューの新設等にも注視するなど効果的に取り組ん

でいく。
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問
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問

絆　冨田　薫
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弁

再
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問

再
質
問

再
答
弁

答
弁

市債・基金の状況について

　桑名市の借金（市債）・貯金（基金）の額は市民一

人当たりに換算するといくらになるのか。

　平成３０年度決算では、一人当たりの基金残高は、

８万６千円余であるが、地方債や翌年度以降の支出

予定の債務負担合計額は、一人当たり８５万７千円

余となる。前年度に対しては、財政の健全化は進ん

だが、他市町と比べると劣位となっている部分もあ

る。

統合型リゾートについて

　現在の財政状況から、桑名市を持続可能かつ成長

し続けるまちに転換するには、統合型リゾートの誘

致は有効な経済対策と考えるが、市長はどのように

考えているのか。

　大阪府の試算では、ＩＲからの納付金・入場料・税

収を合わせると年間８５０億円の徴収を見込んでい

る。この様な財源があれば、教育・福祉のサービス

維持どころか拡充もしっかりとできる点で、大きな

恩恵であると思われる。

　統合型リゾートの誘致は、市民の暮らしを豊かに

してくれるのか。

　政府が求めるＩＲに必要な面積要件としては、桑

名市だけではできない為、広域的な側面から、県に

対して調査研究をしていただけるようにしっかりと

要望していきたい。一般論として、自治体にとって

は経済的に大きなインパクトを与えるだろうと考え

ている。
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問

公明党桑名市議員団　森　英一
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弁
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弁
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問

答
弁

防災について

　現在締結の災害協定は本当に機能するのか？

　現在まで、災害時応援協定として１０６件の協定、

覚書を締結している。今後の「桑名市災害時受援計画」

の策定過程において、協定を締結している各民間企業

等へのアンケートを通じて、具体的な支援内容を把握

するとともに、協力連携体制について、再確認、再構

築をしていく。

観光動線について

　ナガシマリゾートの訪問者を船により、市内他施設

に誘導する考えは？

　長年の課題であり、これまでも平成１７年度から３

年間、モニタークルーズとして桑名宿と宮宿の間で観

光船を運航したが、クリアすべき課題が多く平成２０

年度からは見送った経緯がある。今回、防災タワーホ

テルの誘致やクルーズ船の活用等の提案を頂いたが、

国の動向や民間事業者をはじめ、関係する方々との連

携、情報共有の下、多様な可能性を探っていく。

移住・定住促進について

　桑名ほんぱくやパブリックリレーション事業を進め

ているが、こういった本市と関わりを持たれた方々を

継続的にマッチングさせ、誘導することは？

　本市と関わりを持たれた方々と関係性を継続してい

く中で、「買いたい、訪れたいまち」から「住んでみ

たいまち」として関心を持っていただけるようにター

ゲットを絞り、桑名の住み良さや魅力をＰＲできるよ

うに検討していきたいと考えている。
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日本共産党桑名市議団　石田　正子

答
弁

答
弁

答
弁

保育料無償化について市の取り組みを問う

　政府が看板政策として掲げる「幼児教育・保育無

償化」について、時期とその内容を問う。

　幼児教育・保育の無償化は、本年１０月１日から

実施される。３歳から５歳および住民税非課税世帯

の０歳から２歳の児童を対象とする。

　給食食材費の実質徴収化については、保育料は無

償化するにもかかわらず、新たな副食材費が発生す

るのではないか。

　食材費は実費徴収となる旨の国からの通知が来て

いる。おかず代等の副食費については、年収３６０

万円未満相当世帯及び第３子以降の児童は免除とな

るような措置も併せて講じられている。

多世代共生型施設（仮称）福祉ヴィレッジ構想につ

いて

　地域住民の声をどのように受け止めたのか。

　これまでの意見等から地域住民の方々にとって、

伝馬公園が憩いの場であり、伊勢湾台風からの復興

のシンボルであるという強い思いがある中で、同地

を予定地として事業を進めることは、施設に地域と

の交流という趣旨があることを踏まえると、施設を

利用される方、地域の方々ともに望まない形になっ

てしまうのではないかと感じている。

　整備予定地については、「日進地区以外を含め広い

範囲で再度検討する」となったところである。これ

までにいただいたご意見をしっかりと受け止め事業

の推進に取り組んでまいりたい。
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絆　倉田　明子
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防災意識の向上について

　大規模災害から長い年月が経過した今、市と職員

の防災意識は低下していないか。

　昨年「ＢＣＰ（業務継続計画）」及び「初動マニュアル」

を作成し、現在「災害時受援計画」を策定中である。

職員に対しては防災に関する意識アンケートの実施

等による意識向上と対策強化を図っている。　

発達障がい児支援について

　通級指導教室は市内全小学校で５教室設置されて

支援体制が整っているが中学校にはない。市の提唱

する「とぎれのない支援」が途切れてしまう。

　県に対して中学校での設置の要望をしていく。

　（仮称）福祉ヴィレッジ構想では療育センターが民

営化となる。「どんぐり教室」は継続されるか。

　発達が気になる児童と保護者が親子で通い一緒に

遊ぶ「どんぐり教室」を市内２カ所で開設している。

必要性を感じているので存続に向けて検討する。

ノラ猫との共存について

　ノラ猫を「地域の猫」として不妊・去勢し元の場

所に戻す「ＴＮＲ活動」が全国に展開し桑名でもク

ラウドファンディングが立ち上がった。県もＴＮＲ

を行っている中、市の取り組みと姿勢を問う。

　動物愛護団体との情報共有を図りＴＮＲ活動への

協力体制を図る。命ある動物の愛護

と適正飼育について引き続き啓発を

図り、人とノラ猫が共生・共存する「ま

ちづくり」に取り組んでいく。
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絆　森下　幸泰
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自動運転について

　６月２８日から実施される小型バス車両による自

動運転の実証実験以降の見通しと、パーソナルモビ

リティの早期社会実装を！

　実証実験の後、自動運転に関する研究会を立ち上

げ、技術的な課題だけでなく、地域活性化に資する

期待効果の整理等、実証実験結果を踏まえた課題検

討を行うとともに、パーソナルモビリティも含めた

あらゆる移動システムの可能性を研究し、自動運転

バスを軸とした新たな交通ネットワークの構築と持

続可能な交通手段の確保を目指す。

（仮称）まちづくり協議会について

　今後の進め方と学校施設の活用について

　まちづくり協議会設立調査準備補助金の申請も増

加し、（仮称）まちづくり協議会形成の取組みが広がっ

ている。今後も各地域の実情に即した支援を行って

いく。また、教育委員会としても（仮称）まちづく

り協議会と連携して地域とともにある学校づくりを

推進していきたい。

水産資源の保護について

　はまぐり資源保護の啓蒙について

　漁協の取組みの支援や関係機関との連携強化だけ

でなく、今年度から新たに教育委員会との連携のも

と「くわなの宝はまぐり体験事業」として、小学生

にもはまぐりの魅力と併せて密漁対策や漁協の活動

を知ってもらい、はまぐり資源保護の啓蒙に努めて

いく。
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桑風クラブ　満仲　正次
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多度地区小中一貫校多機能複合化事業について

　ワークショップで出た反対意見について

　第１回のワークショップで提案された意見につい

てはどのように取り扱うのか。

　第１回のワークショップでは、多機能複合化とす

ることへの不安や懸念、また反対についての意見を

いただいている。多機能複合化では、センターや拠

点施設機能を入れることは全く考えていない。今後

もより丁寧に説明し、ご理解いただきながら事業を

進めていく。

　第１絞り込み候補地の問題点について。多度中小

学校を絞り込み候補地としているが問題はないのか。

　最適な場所という意見がある一方、まちの中心で

あるから敷地の確保や通学路の狭さ等といったいく

つかの不安や懸念等の意見をいただいた。遺跡の調

査も必要であるため、適切に対応していきたい。

　担当部局はなぜ教育委員会ではないのか。来年度

から全市で小中一貫教育が実施され、勿論、教育委

員会が主管する。しかし、多度地区では、まちづく

り推進課が主管している。今回の事業目的は小中学

校の教育施設をどうするかであり、教育委員会が主

管すべきではないか。

　小中一貫校を軸とした多機能複合施設には、高齢

化社会等の問題を総合的に解決する為の、地域のつ

ながりの場や多世代交流の拠点になるという、まち

づくりの視点も含まれていることから、教育環境整

備室とまちづくり推進課が共同で事業を進めている。
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絆　太田　誠
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入湯税の徴収額と使途について

　入湯税は目的税であり温泉事業者において入湯客

から入湯税をいただいているが徴収額と使途は？

　平成３０年度の徴収額は７，０５８万６，９４０

円を見込んでいる。使途は平成２９年度決算で環境

衛生施設であるゴミ処理焼却施設整備に約８２％、

観光振興に約１１％を充当している。そのほか観光

振興基金への積み立てや消火栓整備などにも使って

いる。入湯税は長島地区の温泉利用者からの税収が

大半を占めており、同地区への受益となるよう重点

的に活用すべきだと考えている。

通園・通学バスの利用者負担の現状について問う

　多度幼稚園の通園バスは合併前から無料で、平成

２３年に再編統合された多度青葉小学校の通学バス

も無料である。しかし、平成２７年に再編統合され

た長島幼稚園の通園バスは有料であり、公平性に欠

けているので無料にすべきではないか？

　多度幼稚園については、旧多度町時代から無料で

運行されていたので、現在もその状態が続いている。

公立幼稚園における３歳からの３年保育について

　本年１０月から幼児教育、保育の無償化が予定さ

れているが私立と同じ土俵に立って、３歳からの３

年保育は実施しないのか？

　公立幼稚園が培った教育活動により就学前教育を

リードしつつ、長年に亘って幼小７年教育を実施し

てきた経緯があり、３歳児保育については私立にお

任せする方向で考えている。
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桑風クラブ　諏訪　輝富
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弁
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弁

防災について

　緊急一時避難場所（民間施設）としての協定等締

結先増加に向けた取組について

　現在、津波避難ビルとして３１カ所、内、民間施

設７カ所を指定して、それぞれと協定を結んでいる。

浸水想定区域では、このような施設は大変貴重であ

り、現在もホームページで募集している。また、新

たに高層施設が建設される場合には、緊急避難場所

として協力して頂けるように声掛けをしていく。

　伊勢湾に面した護岸堤防の役割について

　木曽三川の河口部や海岸堤防は、国・県により、

堤防の耐震調査を実施の上、耐震対策、津波・高潮

対策を実施してもらっている。しかし、これらの対

策は、各堤防の沈下抑制、浸水被害の軽減を図るこ

とを目的としている為、地震発生後に堤防が平常時

の機能を維持できるか否かは判断が難しい。現在の

堤防強度は、避難する為の時間の確保に加え、避難

する上での安全性の確保、災害時に迅速な復旧が図

られる為のものと捉えてほしい。

　洪水・津波ハザードマップについて

　現在のハザードマップは、理論上最大クラスの地

震に基づく津波を想定している為、東日本大震災の

様な “想定を超える津波” の被害についてはかなりの

確率で回避できると考えている。但し、ハザードマッ

プはあくまで想定であり、津波避難においては「よ

り遠く、より高くへ避難」が鉄則であるので、市民

に対してもその様に啓発していきたい。

質
問

質
問

桑風クラブ　水谷　憲治
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帰宅困難者対策について

　発災時、公共交通機関や道路が不通となり、市内

に帰宅困難者が発生した場合の対策について。

　県が平成２５年度に公表した理論上最大の南海ト

ラフ地震の被害想定による桑名市で発生する帰宅困

難者は最大で１３，０００人とされている。今後は、

様々な公共施設、民間施設等が連携した対策を検討

し、市民や企業、学校等に必要な協力を求めていく。

自治会等への防犯カメラ設置補助について

　現在、市が行っている『防犯灯設置補助金』同様、

犯罪が凶悪化している昨今、防犯カメラの設置は犯

罪の抑止力となり重要であると思われるが、今後、

要望する自治会等に設置の補助は考えているか。

　犯罪の抑止効果の高い防犯カメラの設置を推進す

ることは、地域の防犯力を高めることに有効である

と考えている。補助金に関しては、多くの自治会か

らも要望があるため、先進市町の事例を調査・研究し、

補助金制度の早期創設に向け取り組んでいく。

桑名市健康増進施設について

　施設への出入りは、交通量の多い県道四日市多度

線になり利用者は安全面で心配である。乗入れの改

良が必要であるが、県への働きかけはされているか。

　本事業は、民設民営で行われる性質上、整備に係

る手続き、協議等は事業者と県とで行われるが、安

全性の確保については重要であるため、必要に応じ

て事業者と県との協議に同席し、協議内容の把握に

努め、調整を図っている。
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市内の雨水対策について

　昨今の異常気象による集中豪雨により、市内各所

で浸水被害が起きている。ポンプ場建設などの治水

対策が必要と考えるが如何か。

　市内の浸水被害の状況は把握している。雨水ポン

プ場の重要性が高いことから、江場地区をはじめ、

市内浸水区域の対策を国・県と協議する。

員弁川の土砂の浚渫、樹木の除去について

　土砂と樹木は、堤防に負担をかけて、集中豪雨時

に決壊を誘発する要因になると考えている。県要望

の中でも優先的に作業するように要請して欲しい。

　員弁川の維持管理については、知事に要請してお

り、今期は国道２３号から１号までの樹木の伐採作

業を行う予定であり、土砂の浚渫作業も進めていく。

交通空白地域への対応について

　高齢者の免許自主返納が進む中、市内には交通空

白地域がある。返納後の移動手段を確保してほしい。

　コミュニティバスにおいて、桑名駅～桑名警察～

立田・太平（城南地区）ルート、長島～市役所ルー

トを交通会議にて検討している。

市内の公共工事について

　税金を使って行う工事なので市内の業者を使って

ほしい。災害時、復旧作業を積極的に行ってくれる

のは地元業者なので、育成も兼ねて検討を求める。

　市の建設工事等発注基準に基づき、市内業者へ優

先発注を行っている。外部事業団に発注する場合も、

育成を兼ねて地元企業の活用を要望する。

絆　南澤　幸美

答
弁

多度地区小中一貫校多機能複合化事業について

　これまでの懇話会やワークショップで出された意

見等を受けて、多度中小学校とその周辺を事業候補

地として決定されるのか。

　これまで頂いた意見集約結果を整理し、多度中小

学校とその周辺を第１絞り込み候補地として、改め

て地域住民、保護者、教職員等から意見を伺ったと

ころ、保護者、教職員等からは、多度中小学校とそ

の周辺は、防災の面でも安心な場所であるとともに、

まちの中心であることから、徒歩通学の子どもや地

域の見守りが多く、建設場所としては最適な場所で

あるという意見がある一方、まちの中心であること

から、学校を建設するための敷地の確保や通学路が

狭いのではないかなど、いくつかの不安や懸念につ

いての意見をもらった。これらの意見をもとに、総

合的に勘案した結果、多度中小学校とその周辺を、

事業候補地として最適な場所であると判断した。

　複合化機能の検討についての予定は。

　複合化については、例えば、学童保育や給食セン

ターが学校の中にあった方がいいのではないかとい

う視点で考えているので、決して今の地区市民セン

ターであるとか、まちづくり拠点施設を学校の中に

入れるということは、考えていない。

質
問

桑風クラブ　市野　善隆

再
答
弁

答
弁

（仮称）福祉ヴィレッジ施設の適正配置を

　市は、山崎乳児保育所等の福祉４施設の伝馬公園

での移設整備を断念して、７月の全員協議会で移設

先を大山田地区・（仮称）堂ヶ峰公園予定地へ変更し

たが、課題が多い。まず、児童発達支援事業所は、

市内７施設中４施設が既に大山田地区に集中してい

る。次に、山崎乳児保育所の園児の多くは日進小学

校区・陽和中学校区であり移転した場合に影響が出

るが、市はその対応の詳細を示していない。さらに、

同区内で新築や集合住宅の建設も顕著で、保育所需

要が高まる可能性もある。周辺も含め大山田地区の

４私立保育園への影響も避けられない。また、入園

需要があるのであれば、私立保育園へ定員拡大の対

応を求める方法もある。さらには、１０月からの幼

保無償化のため、数年は動向を注視し、就学前施設

再編計画の改定・再検討も必要になる。これを含め

課題が多く、（仮称）福祉ヴィレッジ自体に反対では

ないが、場所の検討や整備手法等に慎重な対応を求

める。

　事業予定地については再検討するものの、保育所

を含めた４施設の一体的な整備という方針に変わり

はない。保育所については一定の配慮は必要である

と考えている。

　療育センター及び民間の児童発達支援事業所７施

設の総定員数１００名中、大山田地区に定員７０名

が集中することになり、適正配置とは考えられない。

　市の計画で進めていきたい。

質
問

フォーラム新桑名　伊藤　真人

答
弁

答
弁

桑名市総合医療センターについて

　①経営状況②市の負担③今後の考え方について

　①昨年度の医療行為に係る収支で約７億１００万

円の損失となる。②万が一、経営が立ち行かない場合

には、設立団体である市が返済に必要な費用を負担

する。③病院経営に関与できる人材を新たに派遣する

など、経営改善に積極的に取り組む。

多世代共生型施設（仮称）福祉ヴィレッジについて

　建設予定候補地・（仮称）堂ヶ峰公園における、①

施設が抱える課題②今後の計画③市の負担について

　①開かれた場の公園とは別の専用園庭の配置や母

子生活支援施設の安全面の確保等といった対策の必

要がある。②今年度は事業予定地の確定及び基本協定

の締結、来年度は実施設計、令和３年度は現施設で

の事業移管及び整備工事、令和４年度から運営開始

を想定している。③今後、事業者と協議していく。

小中一貫校多機能複合化施設について（多度）

　①建設予定地②今後の予定③市の負担について

　①多度中小学校とその周辺とする。②本年１０月末

を目途に基本構想・基本計画を策定する。③他市の同

程度規模の事例では約６５億円で、契約年度や敷地

条件等で変動すると考えている。

財政について

　将来の財政について

　普通交付税の合併算定替による縮減は終了して、

公債費は減少になるが、医療センターの繰越欠損金

は将来負担比率への影響から、今後も注視していく。

質
問

質
問

公明党桑名市議員団　畑　紀子

答
弁

答
弁

食品ロス削減の推進について

　①前回（平成２８年第２回定例会）の質問以降、

現在までの市の取り組みについて②食品ロス削減推

進法が成立して今後どのように取り組むのか。

　①本市では県社協が実施しているフードバンク事

業を活用中である。教育委員会と連携して、小学４

年生を対象にごみの削減の環境学習を行っている。

また、賞味期限が近づいた備蓄食料のうちアルファ

米等を子ども食堂に提供することで無駄に処分され

ず食べきることに役立っている。②市として推進は今

後の検討課題である。広報誌やホームページを活用

し周知を徹底するとともに先進自治体の事例を参考

にして、ごみの減量と「もったいない」という意識

が市民に根付くよう取り組んでいく。

市民サービスについて

　人生の門出の際に桑名に愛着を持ち魅力を感じて

ほしいとの思いで作成されたオリジナル婚姻届だが、

個々にホームページからダウンロードしなくてはな

らない。なぜなのか？その理由と市民サービスの点

から窓口配布について問う。

　桑名らしさを生かしたオリジナル婚姻届等を作成

することで桑名ブランドの全国発信を目的とした。

そこで公民連携事業提案で業者独自のサイト内に特

設ページを設け、市ホームページへ誘導することで

桑名市の情報を知ってもらう等が理由である。今後

は市民サービスの観点から個々でダウンロードでき

ない方のために対応できるよう考えていく。

質
問

質
問

無会派　愛敬　重之

答
弁

答
弁

避難所について

　学校設備等の有効活用について

　災害時にフリーＷｉ－Ｆｉを利

用できれば､メールやＳＮＳを利用

した安否確認や物資の配給などの

情報収集がより行いやすくなる。

しかしながら､学校の体育館でＷｉ

－Ｆｉを利用するためには、財政

面やセキュリティ確保の制約など

といった問題がある。施設を所管する教育委員会と

も協議し、可能な範囲で情報収集ができるように検

討していく。

交通安全について

　「横断歩道ＳＯＳの日」の市の取組みについて

　市内で、本年５月に

横断歩道を歩いていた

６０代男性が軽四乗用

車と衝突した交通死亡

事故を始め､横断歩道

での交通事故が発生している情勢のなか、毎月１１

日の『桑名市交通安全の日』における交差点での街

頭監視活動を通じて、その取組みに参画していると

ころである。『横断歩道は歩行者優先』であることを

交通安全運動などでの啓発活動や交通安全教室など

により､市民の皆様に周知を図り、横断歩道での悲惨

な交通事故を１件でも減らせるように今後も交通安

全対策に取り組んでいく。

質
問

質
問

日本共産党桑名市議団　多屋　真美

答
弁

答
弁

若者支援について

　就労の問題をはじめ、様々な問題を抱える若者に

対して、社会的自立に向けて支援が必要では？

　四日市市に拠点を置く「北勢地域若者サポートス

テーション」で、自立支援・就労支援の相談、若者

の集う、就活応援セミナーなどを実施している。桑

名市でも、情報交換の他、広報、事業のＰＲを行うなど、

事業の推進を図っている。また、新たな取り組みと

して６月に桑名商工会議所、三重労働局、桑名市の

３者で雇用対策協定を締結し、若者の就労促進、自

立支援策の推進に取り組む。

期日前投票所の増設について

　７月執行の参議院議員通常選挙の本市における投

票率は、３年前の参議院選挙に比べ低下したが、期

日前投票率は増加したことから、期日前投票所の増

設を求める。まちづくり拠点施設、サンファーレサ

テライトオフィス、メディアライヴなどの市の施設、

市の職員がいる場所や、鈴鹿市ではすでに実施して

いる商業施設への期日前投票所の設置を求める。

　高齢者にとって身近な生活圏内にある、まちづく

り拠点施設などの公共施設、若年層にとって大型商

業施設や駅に投票所を設けることで、その効果が期

待される。しかしながら、投票所増設には、二重投

票を防ぐためにインターネット通信回線の設置費用、

人員確保などの課題がある。期日前投票の充実は、

投票率向上には効果的であると思うので、今後、研究、

検討を進める。

質
問

無会派　伊藤　研司

答
弁

小中一貫教育への今後の方針は…！

　①児童数の激減から必要性を考える。

　②団塊の世代のときとは異なり、児童の精神・肉

体的成長の違いが著しい。高学年の児童には、学級

担任制（一人の教師がクラスを指導）での生活指導・

教科指導が困難である。また児童からの性の問題を

含め相談に乗れなくなってきた。

　③文科省が公表している登校拒否に関する数字は、

小学生の登校拒否は２５０人に一人。中学生は３５

人に一人。多くの理由があるが、学級担任制から教

科担任制という大きな変化につまずいてしまうのも

要因の一つと考えられ、小学生時代から少しずつ慣

れる必要が大切だと考える。

　そこで、小中一貫教育の施設形態には、一体型、

隣接型、分離型があり、桑名方式（多度地区を除く）

の「学校分離型」の説明も地域住民へ行ってほしい。

　インターネットやＡＩの進化など子どもを取り巻

く環境は変化してきている。子ども達の成長は精神

的・肉体的にも早期化傾向にあり、昔に比べ思春期

も早くなっている。特に、高学年の教員が一人であ

らゆる課題に対し、対応できる時代ではなくなって

きている。小中学校の教員がチームとして関わって

いくことが大切である。桑名市でも中学一年生の不

登校の増加など、いわゆる「中一ギャップ」の課題

があり、その解決のためにも、小中一貫教育は有効

な手段と考える。

絆　水谷　真幸

答
弁

答
弁

西方における宅地開発事業について

　高塚町と西方の間の竹林に、最大３６３戸の住宅

地を造成する計画が浮上している。交通面の安全性

が懸念されるが、市の見解は？

　当該開発については、周辺の既存道路が比較的脆

弱であり、全ての宅地に住民の方が住まわれた場合、

既存の道路だけで安全性及びスムーズな交通環境を

確保するのは難しいと考えられており、高塚町や汐

見町など、地域の方々からも懸念の声をもらってい

る。そのため、当局としては、西側の国道２５８号

や開発予定地の南側を通る市道桑名中央線など、主

要幹線道路へ直接アクセスする道路を確保し、通行

車両を分散化させるよう事業者へ助言、指導を行っ

ているところである。

今後の教育のビジョンについて

　ＩＣＴ導入に伴う授業のあり方について、見解は？

　今年度、市内各校へ大型提示装置、学習用タブレッ

ト端末の導入、そして、校内無線ＬＡＮの環境整備、

校務用パソコンの整備などを計画している。授業と

しては、ＩＣＴ環境の再整備を

行うことで授業を変えていき

たいと考えている。ＩＣＴを最

大限に活用することは、これ

から未来の授業への展開につ

ながるのではないかというふ

うに期待を込めて考えている。

質
問

無会派　伊藤　惠一

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

３．１１東電福一原発事故原因は【地震】だった!!

　元東電・原子炉設計管理担当者が月刊誌の開示デー

タ分析で「地震の１分３０秒前後（津波到来は４１

分後）から炉心流量は０、メルトダウンの第１原因

は…「耐震対策は想像を絶する…現実的には原発は

一切稼働できなくなる。」と証言。もし次２０５０年

ごろ爆発すれば桑名市民は全員避難、福井等へ廃炉

（申し入れ）は最上位の取り組みでは。

　今後必要に応じ県等と連携し適切に対応していく。

図書館の魅力アップ!!下関市発祥の読書通帳導入を

　桑名・世界を背負って立つ小学生の母親の提案で、

たくさんの本好きが生まれますようご検討を。

　子どもと読書・図書館とを結ぶツールとして有効

と認識、１０/３～１２/１７まで読書記録をつける「読

書手帳」の配布を予定している。今後はこの実施結

果を踏まえ、導入事例の研究を進めていきたい。

市営（コミュニティ）バスをすべて全員無料に!!!

　経済・観光・健康・福祉・自主免許返納・文化の

発展に資する施策を展開してほしい。

　全て無料はできないが、福祉施策として検討する。

給食にゲノム編集食材No!!

　遺伝子操作食材不使用を。

　現在大豆やじゃがいも等

遺伝子組み換え食品は不使

用で、今後も安全でおいし

い給食を提供していきたい。

質
問

質
問

絆　成田　久美子

答
弁

答
弁

公立幼稚園３年保育を望む保護者からの

要望への対応について

　３歳からの幼児教育が無償化となり公立幼稚園の

３歳児保育の空洞化をどのように考えるか？私立と

の共存共栄の話し合いを持つべきではないかを問う。

　これまでの幼稚園の歴史的な経緯を踏まえ、私立

にお任せする方向である。今後、就学前施設の入園

募集状況や無償化に伴う影響等を勘案し検討する。

「新しい福祉のかたち」について

　新しい福祉拠点として、公民連携による持続可能

な福祉サービスのための支援について。

　（仮称）福祉ヴィレッジは、多世代共生型施設の特

色かつ施設の趣旨を生かした事業者提案を基に継続

的に協議を重ねており、市として一定期間の助言、

相談、指導等の運営支援を考えている。

スクールハートパートナーについて

　子どもを取り巻く諸課題の早期発見・早期対応に

向けた増員について。

　今年度１名増員に伴い２校は時間増加が可能と

なった。今後の増員に関しては、本年度の状況を基

に研究していく。

公共交通について

　養老線とコミュニティバスの多度ルートの連携と

桑名駅乗り入れについて。

　高齢者が増加する中で公共交通の果たす役割はさ

らに大きくなる現状にあり、養老線と競合しないよ

うにルートを設定し乗り入れを考えていきたい。

質
問

質
問

絆　渡辺　仁美

答
弁

小中一貫教育について

　令和２年度から始まる桑名の

小中一貫教育について

　中学校ブロックを単位として

来年度から全市的に小中一貫教

育を導入する。「子どもが主役の

授業づくり」「ＩＣＴの効果的活用」「言語活動の充実」

により授業改善し、「小学校高学年からの一部教科担

任制の導入」「子どもの個性を伸ばす生徒指導の充実」

「特別支援教育の充実」へと、小中教員がチームで取

り組む。新たなものを加えるのではなく、今あるも

のをより良いものに転換し、子どもファーストで教

育に当たっていく。学区の再編や中学校の進学先を

変更することはない。

就学前教育について

　就学前施設の定員は、希望する人

が入れず足りない。定員の推移は？

　児童の数は減っていても保育の需要が伸びている

ことから、潜在的な待機児童がいると認識し、小規

模保育所２９名増員している。今後も希望の動向を

見て、定員の確保に努める。

里親制度について

　今の「里親」の普及方法は？

　現在、養育里親が 18 世帯、養子縁組里親が３世帯、

実際に委託されているのが 11 世帯である。市と民間

団体での「くわな里親支援ネットワーク」を通じて

児童相談所と連携し、里親の普及に努めていく。
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県道桑部播磨線の整備について

　進捗状況と水の流れ、桑部橋周辺の渋滞解消につ

いて

　三重県によると「進捗状況」については、引き続

き用地買収を進めると共に、詳細設計や地質調査、

稗田地内の員弁川堤防改修を進めるとのこと。 「水の

流れ」については、蓮花寺川周辺に調整池を設置し、

雨水調整のうえ蓮花寺川へ放流するとのこと。「桑部

橋周辺の渋滞」については、新しくなる桑部橋の右

折レーンを延伸させることで、相当の効果が期待で

きると伺っている。

大雨時の浸水対策について

　蓮花寺地区の浸水被害解消について

　これまでも様々な対策を講じてきたが抜本的な対

策になったとは言えない。今後については、国の国

土強靭化緊急対策に基づいて事業化できるかを検証

すると共に、過去の被害状況の検証や調整池への流

入量の検証、議員から提案のあった監視カメラ等の

設置を含め、これまで以上の浸水被害の軽減を図っ

ていきたい。

犯罪被害者への支援について

　条例制定等について

　条例の制定や各種支援制度の構築については、三

重県の支援制度を踏まえ、生活面での支援を中心に、

被害者等に寄り添った相談体制構築や二次被害防止

対策に重点を置き、既に取組みを始めている自治体

等を参考にしながら進めていきたい。
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『議会いきいきトーク』の

ご案内

　市議会では、市民の皆様と直接お話を

する機会を増やすため、平成２９年４月か

ら『議会いきいきトーク』を始めています。

　これは、原則５人以上の団体若しくは個

人の集まりなどに議員が出向き、直接、皆

様のお声を聞き、意見交換を行い、住民

ニーズの集約と議会活動の充実を目指す

ものです。

　今年も、６月５日に、日進まちづくり拠

点施設にて「伝馬公園の存続について」

をテーマに開催され、多くの参加者と活発

な議論が交わされました。

　これからも、たくさんの皆様にご利用し

て頂けるのをお待ちしております。

お申込み・問い合わせは

市議会のホームページをご確認ください。

▼

http://gikai.city.kuwana.lg.jp/
contents.php?id=382


